
令和元年５月８日発行        第２３号        ＮＰＯ法人苫東環境コモンズ   

1 

服装ほいく

 
    
 
 
コモンズの視線 

コモンズの視線  
 
 
 
 

ニュースレター２３号をお届けします。前号は昨年 8 月の中旬の発行ですから約８か月ぶりとなりますが、この間は

あの胆振東部大地震に見舞われ、関係者や知人の中に罹災されて痛ましくも命を落とされた方もいらっしゃいます。

心より、ご冥福をお祈り申し上げる次第です。苫東コモンズの関わる緑地では、9 月 6 日当日とその後の揺れで、積

んだ薪が再三倒壊したため、何度か積みなおしを余儀なくされました。 
大地震よりはるかに被害が大きかったのは、震災前後にやってきた台風でした。これにより、大島山林や平木沼緑

地で、主として太い広葉樹が次々と倒れ、多くは根返りを起こし、一部は枝折れや掛かり木となって、処理するのが

難しい状態でした。このため、急きょ、広葉樹林の間伐を取りやめ、風倒木の処理に切り替えて一冬、無事作業を終

えました。まだまだ作業は残っていますが、あとはこの秋から心も新たに取り組むことにしています。 
このほか、㈱苫東さんからの萌芽更新に関する受託調査を 1 月末に完了し、3 月末にはハスカップに関する出版を

無事予定通り完遂できました。（事務局・草苅健）ＨＰのアドレス http://hayashi-kokoro.com/commons00.html
 
TOPIC １ 
保育の果実で「ハスカップとわたし」出版 

 
会員の皆様には

すでにご送付い

たしました通り、

3 月末に、ハスカ

ップに関する新

刊を 7 年越しで

発刊することが

できました。関心

のある方々から

何か記念のフォ

ーラムでもやら

ないのですか、と

ちらほらお声が

出始めています

が、今のところ、

粛々と出版事務

の後始末中です。

出版経費は雑木林の保育間伐で発生した材を苫東の

「雑木薪」として分譲して得た果実の貯金がもとでし

た。 
TOPIC ２  
大地震と大風で風倒木・幹折れが大発生 

 
平成最後の年となった 30 年、胆振にとっては甚大な

未曽有の震災の悲劇に見舞われました。ＮＰＯ苫東コ 
 

 
モンズが管理する雑木林では、大島山林も平木沼緑地

でも大木の風倒木と幹折れが随所で発生し、この冬の

間伐は、この危険な風倒木処理に切り替えて対応に追

われました。作業は遅々として進まず、薪にできる材

の発生もかなり抑えられてしまいました。 

 
薪会員の需要も多いことと、この冬にストックした

薪材が大量に盗難にあったことから、コモンズでは放

置された薪資源がないか関係者にも当たりながら、よ

うやく寄せ集めて必要量の確保にこぎつけました。 
特に苫東内の北電線下地の放置資源は量、質ともに

「モッタイナイ」を通り越したもので、今後とも緊密

な連携をとりながら対応していくことにしています。 
TOPIC ３ 
持続可能な広葉樹林のありかた調査 

 
広大な緑地を預かる苫東では、管理費を押さえながら

環境や景観など所要の効果を発揮することが求められ 

 

 
～コモンズの現地から発信する～ 

勇払原野のＳＰＩＲＩＴ 

苫東環境コモンズの 

活動をまとめて報告 

 
haskap 
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ますが、このたび、過年度に実施した広葉樹林間伐跡

地がサステナブルな萌芽更新しているか、調査が委託

され、1 月末にその成果を提出しました。結果の一つ

は、苫東の過去の伐採履歴から、収穫のサイクルが 100

年程度と定め、ほだ木や薪材などの副産物を 2回ほど

収穫できるのではないかと結論付けたことです（図）。 

 
 また樹林のメンテナンスフリーを可能にする萌芽更

新を阻害している要因に、シカの食害があると見た当

ＮＰＯはその実態を探る試験地を設けて取り組みまし

た。その調査の過程で、シカはドイツなどでも広葉樹

林施業の大敵であることがわかってきました。 

TOPIC ４  
苫東の絵になる風景、2 題 
《間伐地の紅葉、見もの》 

 
間伐をした一帯の紅葉が今年も作業小屋を飾った。し

かしキノコには恵まれないで終わった。10/28 

《馬搬、始まる》 

 
一昨年、育林コンペにエントリーしたＮＰＯ厚真森林

むすびの会は、この冬、西埜さんが馬搬を開始。人馬

一体の作業は癒しの光景だ。だが、ここもきれいに積

まれたほだ木が何者かに盗まれてしまった。3/23 

30 年 8 月以降の主な活動 
＊行事末尾の数字は参加者数 

8/11 sat 試験地の薪割りと薪積みトラック運搬 9+納涼会 11 
8/15 wed newsletter 22 号発行とＮＰＯ総会案内発送 
8/18sat 薪割り、バッテリー調整、薪積み 6  
8/26 sun 大島山林の薪割り、薪積みと静川の刈り払い 13 
9/01sat 大島山林の薪割り、薪積み 9 
9/08sat 台風と地震の被害調査１ 
9/15 sat 静川の小屋掃除と風倒木処理＆大島山林の薪割り 7 
9/19 wed シカ食害のＧＰＳ調査 3 
9/22sat きのこ食毒判別会＠大島山林 6 
9/24 mon 第 9 回のＮＰＯ総会 9 
9/29 sat 薪積み、林道沿いの風倒木処理 ＠大島山林 4 
10/8 mon 大島山林の薪積み 5 
10/13 sat 静川小屋の風倒木と育林コンペ 6 
10/20 sat 大島山林の薪積み 6 
10/21 sun 育林コンペ 厚真森林むすびの会  
10/28sun 薪積みの完全終了 6 
11/3 sat チェンソースキルアップ講習＠静川の小屋 10 
11/10sat 小屋周りの風倒木処理 4 11/11sun 〃 2 
11/18sat 小屋と林道沿いの風倒木整理＆育林コンペ ８ 
11/24sat 小屋周りの風倒木と掛かり木処理 8 
12/01sat  静川の小屋周り、もう一度かかり木など整理 5 
12/08sat 山の神の参拝＠大島山林 7 夜、忘年会 10 
12/15sat 大島山林の間伐開始（風倒木処理から） 6 
12/15sat 大島山林の間伐着手 6 
12/22sat 大島山林の仕事納め 5 
01/05sat 大島山林の仕事始め ６ 
01/12 sat 大島山林間伐と風倒木処理 6 01/19 〃 6 
1/26 sat 大島山林の風倒木処理とアカエゾ間伐着手 6 
2/02 sat 大島山林の風倒木処理 ＋ 運搬開始 8 
2/09 sat  大島山林の風倒木処理 ＋ 運搬 7 
2/16 sat  大島山林の風倒木処理 ＋ 運搬 9 
2/23 sat  大島山林の風倒木処理 ＋ 運搬 9 
3/02 sat  大島山林の風倒木処理 ＋ 運搬 9 
3/09 sat  薪割り 10 3/16 sat 薪割り 9 
3/23 sat  薪割り＋薪積み＋育林コンペ立会 9 
3/30 sat  薪割り＋薪積み 9 「ハスカップとわたし」発刊 
4/06 sat  薪割り＋薪積み 10 4/13 sat 薪割り＋薪積み 9 
4/20 sat  薪割り＋薪積み 11  
4/27 sat  静川小屋と柏原から丸太運搬（２ｔトラック）8 

 
/////////////////////編集後記//////////////////// 
■昨年の 12/1、白老町民環境会議のお招きで講演しま

した。お題は『勇払原野のほぼ半世紀に学んだこと～

土地は誰のものか～』。一昨年の長生大学などに続き、

勇払原野のほとんど未科学領域に絞って思い出深い体

験をお話しました。歴史、民話、宗教などなど、わた

しの関心はそちら側へまっしぐらです。間もなく勇払

原野との付き合いが、苫東の定点だけで半世紀。それ

相応に深まっていかなければ嘘と言えます。 

■苫東は雑木林と野生動物の王国ですが、この頃、ま

すます磨きがかかってきたと言うか、発見と多様性が

増大。秋の育林コンペの頃には tomik & mさんのゾー

ンでエゾモモンガと会いました。ここは 20年以上前に

北大生が手がけたゾーンで、当時彼らは生き物に優し

い多様性を目指し遊びも取り入れました。ツリーハウ

スの残骸も残っています。ヒグマが目撃されたりオオ

タカがしっかり撮影されたり、小屋に数匹のタヌキが

棲みついたり…。雑木林には無限の可能性があるよう

で、人類誕生の恵みの地だったにおいあり。（草苅） 

 
 
 

 
   

   
  

お問い合わせ NPO 法人苫東環境コモンズ 事務局  
草苅 kt-884-556@nifty.com  

携帯 090-6999-2765 


